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3．浅海域の保全等

(2)自然海浜の保全等

効率的な侵食対策による砂浜の保全、創出の取り組みにつ
いて（海岸省庁）
●一連の沿岸における土砂バランスを回復させる観点から、港湾・漁港や河川で
堆積した土砂をリサイクル材として活用しながら侵食海岸での海浜の復元を図る
「渚の創成」を実施。
●瀬戸内海では屋釜海岸【香川県】で実施中

国土交通省ＨＰより
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3．浅海域の保全等

(2)自然海浜の保全等
自然海浜保全地区制度について（環境省）
●瀬戸内海環境保全特別措置法第12条の７に基づき、水際線付近において砂浜、
岩礁その他これらに類する自然の状態が維持され、海水浴、潮干狩り等に利用さ
れている海浜について、関係府県が条例により､ 瀬戸内海の海浜地及びこれに面

する海面を自然海浜保全地区として指定。
●自然海浜保全地区では工作物の新築等に関して届出が必要。
●瀬戸内海では平成15年３月末までに91地区の自然海浜保全地区が指定。

自然海浜保全地区指定箇所
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4.海砂利採取に当たっての環境保全に対する配慮

瀬戸内海における海砂利採の状況
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4.海砂利採取に当たっての環境保全に対する配慮

瀬戸内海における海砂利採の状況（府県別）

●瀬戸内海関係府県においては、海砂利の採取認可を行わないこととする府
県が増えている。

※香川県が平成17年度から、愛媛県は平成18年度から採取禁止


